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○身近な川やその周辺に，どのような自然があるかを調べる。
○身近な川やその周辺の特徴をつかみ，そのような特徴である理由や背景を考える。

ねらい
・川やその周辺の自然度調査を行い，川の特徴をまとめるとともに，そのような特徴である理由や背景に

ついて考察させることで，自然環境と人々の生活との関連性を理解させる。

教科に見る活用場面
・中学校　　理科（第３学年）　　「自然と人間」
　　　　　　社会（地理的分野）　「身近な地域の調査」
・高等学校　理科（生物）　　　　「生態系と環境」
　　　　　　地理歴史（地理Ｂ）　「自然環境」

活動の内容
（1）調査する川を決め，自然度調査のガイダンスを受ける。

・調査のポイントと調査項目を確認する。
・自然を傷つけないために注意することを話し合う。
・安全に調査するために注意することを話し合う。

（2）ワ－クシート①を用いて，調査地点ごとに３名程度のグルー
プに分かれ，自然度調査をする。その際，調査地点で見られた生物や周辺のようすを，デジタルカメラ
などで記録しておく。

（3）ワークシート②を用いて，調査した川の特徴をまとめ，そのような特徴である理由や背景を考える。
意見を出し合い，グループの意見としてまとめる。

（4）（3）について，グループごとに発表する。学習したことを，クラス全体で共有する。

活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・この活動は，調査した川がどの程度自然が豊かなのか，おおまかに知るためのものである。詳しい調
査については，環境省，日本自然保護協会，河川財団などのWebページを参照する。

・指導者は，活動する川の事前調査を行う。その際は，危険箇所があるかどうか，適切な調査場所であ
るかどうかを確認しておく。

・グループの分け方は，川の上流・中流・下流などで分ける方法がある。生徒や川の実態に応じて，グ
ループを編成する。

・	関連プログラムとして，「身近な河川と私たちのくらし」（p.７）「水生生物を用いた水質調査」（p.74）
「河川の水質調査」（p.79）がある。

準備するもの
・カメラ　・長そでシャツ
・長ズボン　・長ぐつ　・軍手

水辺の自然を調べよう
時　期
時　間
場　所

春～秋
４時間
学校近くの川

プログラムの作成において参考としたＷｅｂサイト
○「水辺のすこやかさ指標」　環境省　http://www.env.go.jp/water/wsi/
○「自然しらべ」　（公財）日本自然保護協会　http://www.nacsj.or.jp/project/ss_top.html
○「子どもの水辺サポートセンター」　（公財）河川財団　http://www.mizube-support-center.org/link/children.html
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ワークシート
①水辺の自然を調べよう（自然度調査）
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ワークシート
②水辺の自然を調べよう
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那珂川（那須塩原市） 鬼怒川（日光市）

箒
ほうき

川（那珂川町） 渡良瀬川（足利市）

草川（さくら市） 田川（宇都宮市）

身近な川のようす（例）

　栃木県内には，那珂川，鬼怒川，渡良瀬川などの大きな河川やその支流がある。上流域には国立
公園内の河川も多く，自然環境の保全を考える際に参考となる水辺の環境がある。一方，中流域や
支流である川幅の狭い河川は，私たちの生活や産業活動の場となっている。こうした河川では，人
と水辺の自然の関係性について調べることができる。

生徒用資料

自分たちの身近な河川とその周辺のようすを写真に記録してみよう。
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